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 はじめに
2008年8月に開催された「北京オリンピック」

は，日本選手の活躍に国民の大きな期待と関
心が集まった17日間であったが，一方でこの一
大イベントは，急速に展開する“情報環境のデ
ジタル化”を日本の放送・通信業界が国民にア
ピールする絶好の機会でもあった。

デジタル放送，データ放送，ワンセグ放送，
デジタル録画機，そしてインターネットによる動
画配信など，それぞれのメディアはキラーコン
テンツ＝“オリンピック”を競って国民に提供し
たのである。

今回注目したのは，“完全デジタル時代”の
到来を前に一足早く様々なデジタルツールを手
に入れ，既に利用している人たち～先進的視
聴者～が，「北京オリンピック」にどうアクセス
し，各メディアをどのように使い分けたかであ
る。大会期間中に実施したインターネット調査
の結果などから，“先進的視聴者”の今大会に
関する情報取得状況を分析するとともに，“完
全デジタル時代”に向けたキラーコンテンツの
放送戦略，各メディアの情報提供のあり方を考
察する。

調査の概要

● 調査時期：2008 年 8 月 22 日，24 日
（オリンピックの 15 日目と最終日）

● 調査相手：20 歳代以下，30 歳代，40 歳代，
50 歳代以上，の 4 層から男女各 100 人，合
計 800 人

● 対象条件：ネット調査会社に登録しているモ
ニターで地上デジタル放送，BSデジタル放送，
デジタル録画機，インターネット動画，ワンセ
グ放送，データ放送の全てを視聴できる人

● 調査形式：インターネットアンケート調査
（項目選択と自由記述）

調査結果の概要

▲ 情報入手可能なメディアが多様化しても「地上
デジタル放送」の接触時間が他を圧倒した。

▲“結果情報”を入手する手段は，テレビに次
いで「パソコンによるインターネット」が多用
された。

▲ 「オリンピック関連放送」は地上波，BS とも
に民放よりNHK が多く視聴された。

▲ 「ワンセグ放送」「インターネット」「データ放
送」などの新たなメディアは，“テレビ視聴”
の補完的役割にとどまっている。

北京オリンピックはどう見られたか
～先進的視聴者のメディア接触状況～
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放送・通信をめぐる環境が変化する中でも，
“スポーツの祭典”を楽しむ最適のメディアは，
やはり「テレビ」であった。

今後もテレビはこうした視聴者の期待に応え
るべく，的確な情報の選択と演出のブラッシュ
アップが求められる。

また，他のメディアも更に魅力あるコンテンツ
をそろえることで，利用者が一層接触し易い環
境を構築することが求められる。

  1  オリンピック情報を取得するメディア
今大会の番組を見たり，情報を得るためにど

のようなメディアにどの程度アクセスしたかを尋
ねた（図1）。

図1で＊印をつけた「地上デジタル放送（以
降・地デジ）」，「BSデジタル放送（以降・Ｂデ
ジ）」，「ワンセグ放送（以降・ワンセグ）」，「デ
ジタル録画機」，「インターネット動画（以降・ネッ
ト（動画））」が映像系メディアである。

利用者が最も多いのは，やはり地デジであっ
た。90％以上がアクセスしており，中でも「毎
日2回以上」が34％，「ほぼ毎日」が45％と他
の映像系メディアを圧倒している。

Ｂデジにも75％がアクセスし，そのうち「毎
日2回以上」が18％，「ほぼ毎日」が35％と，よ
く見られた。

この他の映像系メディアでは，「ワンセグ」の
利用者が全体の半分にも満たず，「デジタル録
画機」と「ネット（動画）」については四分の三
の人が利用していなかった。

これらのメディアを日常的に高い頻度で利用
する人はまだ少数派であり，その使い方もテレ
ビ視聴を補完するのが主な目的と思われる。

また，情報取得の手段として特徴的なのは，
「ネット（パソコン）」への接触者が多いことであ
る。「毎日2回以上」と「ほぼ毎日」を合わせる
と半数を超え，何らかのアクセスをした人を加
えるとおよそ7割が接触していた。　

職場や家庭に広く普及したパソコンが，テレ
ビや新聞と同様に情報取得の簡便なツールとし
て定着化してきたことがうかがえる。

このような傾向は，各メディアをどのように使
い分けたかを尋ねた「自由記述」の中にも表れ
ている。
▲「テレビでは中継やニュースを見る。データ放

送はテレビを見ながら他の結果や次の予定を
確認する。ネットや新聞では前日や当日の結
果を知るために使った」（20 代以下・女性）

▲「通勤時はワンセグ。会社の昼休みはパソコ
ン。 帰宅後はテレビを利用した」（40 代・男性）

▲「ワンセグは飲食店で仲間と見た。ネットは
仕事の合間に気になるデータを検索した。
データ放送では過去のデータを見たりした」

（20 代以下・女性）

図1　オリンピック関係の番組・情報の取得経路
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など，利用者はその時々の視聴環境や必要性
に応じてメディアを使い分けているのである。

  2  メディア（チャンネル）別接触頻度
北京オリンピック期間中の関連番組・情報へ

の接触頻度を各メディアのチャンネル別に尋ね
たのが図2である。

対象はNHK，民放それぞれの地デジ，Ｂデ
ジ，ワンセグ，ネット（動画），ラジオである〔＊
民放は全局で一つのメディアと設定〕。
「ワンセグ」，「ネット（動画）」，「ラジオ」に関

してはNHK・民放ともに利用者が比較的少な
く，両者に目立った差は見られなかった。

しかし，テレビは地デジ，Ｂデジともに明ら
かな差が出た。
「毎日2回以上」と「ほぼ毎日」見た人が，地

デジはNHKが約70％，民放が58％，Ｂデジ
はNHKBS1が44％，NHKhiが34％，民放が
23％であり，NHKが民放を上回った。
（株）ビデオリサーチの世帯視聴率調査（関東

地区）でも関連番組の上位を見ると「開会式」中
継が平均37.3％，「ソフトボール・決勝」が30.6％
のほか，「野球」，「レスリング・女子」，「柔道・女子」
などが20％台であり，トップ10のうち「マラソン・
女子」以外の9つがNHKの中継であった。

プライムタイムにNHKと民放がオリンピック
放送を同時に行うことも多かったが，民放の視
聴率が NHKを上回ったのは「野球」や，「陸上・
男子100m」を中継した時などわずかな回数にと
どまった1）。

今回もNHKはBS1でオリンピックを重視し
た編成を行うとともに，地デジでも19時～ 24
時の大半をオリンピック関連放送とした。期間
中のテレビ総放送時間は，NHKが約654時間

（地上波は約200時間），民放が約326時間（地
上波は約170時間）であった2）。長時間に及ぶ
特別編成で“オリンピックはNHK”というイメー
ジを醸成し，視聴者の興味と関心をひくコンテ
ンツを多数取り上げたことが視聴率の差につな
がったと思われる。

　

  3  「競技結果」の情報入手メディア
大会中に競技の「結果」を知りたい場合，テ

レビ，データ放送，ワンセグ，インターネット，
ラジオ，新聞，家族などからの口コミのいずれ
を利用し，その頻度がどの程度であったかを
尋ねた（図3）。
「よく利用した」という回答が最も多かったの

が「テレビ」の70％，次が「ネット（パソコン）」
の49％，「新聞」の44％と続く。
「新聞」よりも「ネット」の割合が多いのが特

徴である。利用者は速報性を優先し，結果情
報を早く入手できるネットにその有用性を認めて
いるのである。

図 2　オリンピック関係の番組・情報の取得メディア
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この他，「データ放送」，「ワンセグ」，「ネット
（携帯電話）」については，利用者の10 ～ 15％
程度の人が「よく利用した」と答えている。

一方で「全く利用なし」という回答は，「ラ
ジオ（74％）」，「ワンセグ･データ放送（71％）」，

「ネット（携帯電話）（60%）」，「ワンセグ（56％）」，
「データ放送（52％）」の順であり，同じメディア
（ワンセグ，データ放送）の利用状況が両極端
に分かれる実態も浮かび上がっている。

複数のメディアで「結果」を入手した人に，
具体的にどのように使い分けたかを尋ねた。
▲ 「ワンセグやラジオでいち早く情報を得て，

帰宅後に大画面でダイジェストや録画した番
組を楽しむ。ネットでは結果を再確認する」

（50 代・男性）
▲「その時自分の身近にあるメディアを利用し

た。そのほとんどはテレビで，外出時は携
帯だった」（20 代以下・女性）

▲ 「すぐ知りたい時は，自宅の場合はデータ放
送やネット，出先ではワンセグやラジオ。そ
れ以外の時は新聞で確認した」（40 代・女性）

というのが代表的な答えであり，「結果」をなる
べく早く入手するためにいろいろなメディアを駆
使している状況が見えてくる。

  4  番組情報の入手とチャンネル選択
オリンピック関連番組や情報を視聴する時，

そして特定のチャンネルを選択する際の「決定
要因」を複数回答で尋ねた（図4）。

圧倒的に多かったのは「新聞のテレビ欄を見
て」という人で，61％に達した。

以下「ザッピング」が38％，「インターネットを
見て」が33％，「電子番組表を見て」が28％，「と
りあえずNHKをつけた」が27％などの結果で
あった。
「新聞」で確認する人が相変わらず多いが，3

人に1人は「ネット」でも確認しており，「電子番
組表（EPG）」の利用者もそれに近い割合を占
めている。

また，具体的な放送内容は分からないもの
の，とりあえずオリンピックを見たくてザッピン
グをしたケースや，複数のチャンネルでオリン
ピックを放送していた場合には，“面白そうな競
技”を選びながら見ていたケースも相当数あっ
たことが分かる。

図 3　競技結果を知るために使ったメディア

図 4　オリンピック放送予定の入手経路
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新たなメディア環境が形成されつつある中，
送り手には，番組情報をいかに効率的に，実
効的に発信できるかが問われている。今後更
なる創意工夫が求められるところである。

  5  今大会での「ワンセグ放送」利用実態
「ワンセグ」機能付きの携帯電話の普及が急

激に進み，今年６月には月間総出荷台数（携帯
電話とPHSの合計）に占めるワンセグ搭載の比
率が73.5％となった３）。初めて７割を超えたの
である。今大会で「ワンセグ」はどのように利用
されたのか。

2007年12月に実施された調査と同内容の質
問（視聴場所と視聴最長時間）も設定すること
で，前回との比較も試みた4）。

今回，視聴場所（複数回答）で最も高いポイ
ントを示したのは「帰りの通勤･通学時の電車
やバスの中」の39％で，次が「勤務先の自席」
の30％であった（図5）。

その他は「自宅の自分の部屋」「朝の通勤･
通学時の電車やバスの中」「喫茶店や食堂，レ
ストラン」が23 ～ 25％程度となっている。

去年12月の調査では，一日に30分以上ワン

セグを見ている“ハードユーザー”を対象に同様
の質問を行った。

一番多かったのは「帰りの通勤…（37％）」で，
次が「自宅の自分の部屋（35％）」，「朝の通勤
…（28％）」であった。

両調査を比較すると，いずれも最大値を示し
た「帰りの通勤…」での利用には大きな差はな
いが，今回は「勤務先の自席」や「喫茶店や食
堂…」が7 ～ 8ポイントほど高くなっている。今
大会は現地との時差が一時間であり，利用者は
日中の出先や勤務先で競技の模様をチェックす
る機会が多かったと思われる。

また，前回は“ハードユーザー”，今回は“一
般的ユーザー”の違いはあるが，今回は自宅で
の接触にも異なった傾向が出た。
「自分の部屋」が10ポイントほど下がり，「居

間」が7.4ポイント上がったのである。
これは，居間のテレビで他の番組（オリンピッ

ク関連を含む）を視聴しつつ，同時にワンセグ
でもオリンピック関連番組や情報をチェックす
るユーザーが増えたのではないかと見られる。
複数の見たい番組がある場合に，それを同時
に視聴するツールとしても活用され始めたので
ある。

視聴時間については，去年12月の調査と今
回の「オリンピック関連」に限定した調査では
大きな差が見られた（図6）5）。

去年12月は，普通の一日を調査の対象に
しており，最も多かった回答は「5分未満」で
35％，次が「5分～ 10分」で14％，そして「10
分～ 20分」の10％であった。視聴時間が少な
いほど利用者が多かったのである。

しかし，今回はオリンピック関連のみを対象
としたにも拘らず「30分くらい」という回答が最
も多く，27％。続いて「10分以下」26％，「15

図 5　ワンセグを視聴した場所
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分くらい」24％と，上位3区分が僅かな差で並
ぶ結果となった。

視聴時間が30分以上の人の割合を比較して
も去年の12月は全体の11%であったが，今大
会では22%にまで達している。

外出先でも気になる放送を映像と共に確認で
きるワンセグは，オリンピックなどの「キラーコ
ンテンツ」には有効なメディアであることが視
聴実態からもうかがわれる。

しかし，それでも利用者の半数は15分以下
の視聴であり，競技中継をじっくり視聴するメ
ディアというよりも，ニュースなどによるワンポ
イントの映像情報を見たり，大画面テレビで視
聴するまでの一時的な“つなぎ”のメディアとい
う傾向がまだ強い。

  6  「ワンセグ独自放送」への期待
現在「ワンセグ」は基本的に「地デジ」のサイ

マル放送であるが，法改正により「独自放送」
も可能となった。今後の「独自放送」に向けて

「ワンセグ」に望む内容を尋ねた（図7）。
6つの選択肢を挙げて複数回答で尋ねたとこ

ろ，最もポイントが高かったのが「現在のよう

に地デジと同じ内容」の43％であった。
独自の番組を新たに制作・編成するのではなく，

サイマル放送の継続を支持する考え方である。
その他は「最新情報をもっと頻繁に」，「話題

競技のハイライトをもっと増やす」，「固定テレビ
では紹介しない競技の放送」を挙げた人がそ
れぞれ30％前後となった。

6つの選択肢に対し，合計で1,240近い回答
が寄せられた。対象者は800人なので1人が1
～ 2の選択肢を選んだことになる。

今回の回答では“地デジのサイマル放送”に
一定の評価があるが，サイマル放送以外のサー
ビスをどこまで活用したうえでの評価なのかは
不明である。

図 7　オリンピックで望むワンセグサービス

図 6　ワンセグ視聴時間（ワンセグを持っている人）
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その一方で利用者の30％ほどからは，いく
つかの具体的な改善を求める声も上がってい
る状況を考えると，小さな画面にふさわしい演
出と新たなニーズを踏まえた独自放送のあり方
は，早急に検討すべき課題である。

  7  今大会で利用した「データ放送」
現在様々なメディアで「データ放送」を実施

しているが，今大会に関しては「どのデータ放
送」を利用したかを複数回答で尋ねた。
（民放は各局別ではなく「民放」で一括し，

波の種類・メディア別に仕分けた）（図8）

「データ放送」の利用者が多く接触したメ
ディアは，「NHK総合」（73％），「民放地上波」

（52％），「NHKhi」（49％）であり，「ワンセグ」
や「BS民放」による「データ放送」の利用者は
まだ少なかった。

今大会でデータ放送を利用した人（241人）
に，“特定のデータ放送”を利用した場合の理
由を尋ねた。
▲「ほとんど民放を見ていたので NHK にデー

タ放送があるとは気づかなかった」（20 代以
下・女性）

▲「NHK は民放のデータ放送よりはるかに充
実していたから」（40 代・女性）

▲「NHK は競技結果を常に見ることができた
から」（20 代以下・男性）

などの回答も見られたが，圧倒的に多かったの
が「特になし」であった。利用者の多くは，そ
の時々で使い分けていたか，受け取った情報
の質・量に特段の不都合を感じなかったものと
思われる。

一方で「データ放送」を利用しなかった人
（559人）にもその理由を尋ねた。
▲ 「必要ない，興味ない，ネットで十分」
▲「レスポンスが遅く，放送よりも数秒遅れる

ので煩わしい，面白くない」
▲「使い方がわからない」「データ放送って何？」
「有料だから」

▲「使わなくても不便を感じず，使うと画面を見
づらくするので不要だ」

という不評や知識不足の言葉が年齢 ･ 性別を
問わず多数並んだ。

こうした状況を解消してゆくためにも，「デー
タ放送」に関してはコンテンツの魅力アップと技
術的改善，そしてより効果的なPRを積極的に
行うことが求められる。

  8  メディアへの具体的接触状況
大会期間中の22日（金）と最終日24日（日）

については，どのようにオリンピックの番組や
情報に接触したのかを調べるため，実際にメ
ディアで接触した競技を聞くとともに，15のメ
ディア区分と7つの時間量を設定し，その利用
状況を尋ねた。
図9に示すように，22日は「野球・準決勝」

に6割以上の人が何らかのメディアでアクセス
し，5割近くの人が「陸上・決勝」と「ソフトボー
ル・決勝」に接触していた。注目のアスリート

図 8　「データ放送」の利用状況（利用者 241人）
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たちのメダルに絡んだ競技が注目を集めた日で
あった。

24日の最終日に最も多くの人（56%）が接触
したのは「閉会式」で，続く「マラソン・男子」，

「NHKBS1の総集編」も50%以上となった。し
かし，“銅メダル”争いとなった「野球・3位決
定戦」は27%にとどまった。

また，両日にNHKテレビのオリンピック放送
に接触した時間をまとめたのが図10である。

22日の「地デジ」の接触時間は，「1時間～ 2
時間未満」が最も多く22％。それを含めた「3
時間未満」の視聴者が64％と大半を占めた。

なお，「3時 間以 上」の 長 時 間 接 触 者は
12％，オリンピックは見なかったという人が
25％もいた。

24日もほぼ同様のパターンとなったが，「30
分未満」の人が6ポイント増えた一方，「30分～
1時間未満」が２ポイント，「1時間～ 2時間未

満」が4ポイントそれぞれ減少し，接触時間が
やや短かくなるという傾向が現れた。

なお今回は，オリンピック期間ではない“普
通の日”との接触時間の比較も行ったところ，

「地デジ」では，「オリンピック関連放送」だけ
で通常の接触時間を上回る結果が出た。

22日と比較すると「1時間～ 2時間未満」は
18%から22%へ，「2時間～ 3時間未満」は8％か
ら12％へ，「3時間～ 4時間未満」は4％から6％
へと長時間接触した人の割合が増えたのである。

これ以外のメディアでは，“オリンピック関連”
のみで普通の日の接触時間を上回るような傾向
は生まれなかった。
「Bデジ」での関連番組への接触は，22日で

は「1時間～ 2時間未満」が12％と最も多いが，
それ以外の「30分～１時間未満」が10％，「30
分未満」も11％と，各時間量とも同程度であり，
これらを含めた「3時間未満」の枠で見ると，
その接触率は40％となる。

図 9　実際に視聴した主な競技（複数選択）

〔22日〕

〔24日〕

図 10　ＮＨＫオリンピック関連の視聴時間
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こうした傾向は24日に関してもほぼ同様で
あった。

しかし，「視聴なし」が22日は54％，24日は
58%もあり，様々な競技を放送したBデジでは
あるが，実際の“接触”は送り手の期待ほどに
は伸びていないことが分かる。

ワンセグ，データ放送，デジタル録画機，ネッ
ト（動画）など，他のメディアについても，その
接触状況を調べたところ，オリンピック関係は

「視聴なし」という回答がほとんどであったが，
異なる傾向が出たのが「ネット（パソコン）」で
あった。

ネット（パソコン）は「視聴（接触）なし」が
22日は46％にとどまり，半分以上の人が何らか
のオリンピック情報を得ていた。

これを時間量で見ると「30分未満」が29％，
「30分～ 1時間未満」が14％，「1時間～ 2時間
未満」が5％と，接触時間が長くなるほど，利
用者は減少する傾向にあり，24日の調査に関し
てもほぼ同様の結果が出た。

  9  今大会で感動した競技種目，イベントは？
今回のオリンピックで感動した競技種目，も

しくはイベントについて複数回答で尋ねた。
多くの支持を得たのは下記のとおり。
①ソフトボール	 【70.0％】

「決勝」が競技関係の最高視聴率
＊平均 30.6％，瞬間 47.7％

（ビデオリサーチ・関東地区）
②競泳	 【57.8％】

北島の連続 2 冠とリレー銅メダル
③柔道	 【37.3％】

石井，内柴，谷，谷本，上野ら活躍

④陸上	 【36.5％】
ボルト2 種目で世界新
日本男子 400 リレーで銅

⑤レスリング・女子	 【25.8％】
吉田，浜口，伊調姉妹，全員メダル

⑥開会式	 【23.9％】
予定時間超，今大会最高視聴率
＊平均 37.3％，瞬間 48.2％

（ビデオリサーチ・関東地区）
⑦体操	 【22.1％】

男子団体総合で銀，
内村，冨田が個人でも健闘

  10  各メディアの情報に関する評価
今大会に関する各メディアの“情報サービ

ス”を視聴者はどう評価したのか。15のメディ
アについてそれぞれ 6 段階で評価してもらった
（図11）。

（A.大変よかった　B.まあまあよかった　
C.普通　D.あまりよくなかった　E.全然よくな
かった　F.見ていないので分からない）
▲「大変よかった」と「まあまあよかった」の

プラス評価が多かった主なメディアは以下の
とおり。
①地デジ（NHK）	 51％
② B デジ（NHK）	 38％
③地デジ（民放）	 37％
④新聞	 24％
⑤ B デジ（民放）	 20％
⑥ネット（パソコン）	 19％

▲「あまりよくなかった」「全然よくなかった」の
マイナス評価が多かった主なメディアは以下
のとおり。
①地デジ（民放）	 13％
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② B デジ（民放）	 8％
③新聞	 6％
④地デジ（NHK）	 5％
⑤ネット（パソコン）	 5％
⑥ネット（携帯電話） 	 4％
この他の「ワンセグ」「データ放送」「ラジオ」

「動画配信」は7 ～ 8割の人が「見ていない」た
め，全体の中では評価の値がプラスもマイナス
も低くなっている。

  11  今大会の放送に対する視聴者の声
「放送メディア全体として」の評価を求めたと

ころ，およそ半数が「普通」の評価，プラスの

評価がおよそ31％，マイナス評価がおよそ８％
であった。以下にその評価の主な理由（自由記
述）を記す。

【プラス評価】

▲	「ナマ中継が多くてよかった」
▲	「最低限知りたい情報を出していた」
▲	「データ放送でいろいろな情報が得られ

た」
▲	「ナマで見逃したシーンもVTR やネットで

提供してくれた」
▲	「ライブやデータ放送，ネットの速報など

によりリアルタイムでいろいろと感じること
ができた」

▲	「多くの競技，見たい種目，期待していた
ものをほぼ見られた」

▲	「民放の公式 HP がよかった」　など

【マイナス評価】

▲	「民放アナウンサーの絶叫実況や中身のな
いリポーターに嫌気」

▲	「インタビューで，そこまで聞くかという質
問が多かった」

▲	「普段見ない NHK なので，予定が判らず
見逃しがあったのが残念」

▲	「日本以外の競技の扱いが貧相。世界の
強豪のプレーが少なかった」

▲	「双方向的な試みや，目新しいことがな
かった」

▲	「データ放送は深夜になると“重い”うえに，
エラーが発生した」

▲	「LIVE 映像と録画映像が混在し，分かり
にくいことがあった」

▲	「押し付け放送である。今後は“選択でき
る”ネット配信が主流になると感じた」　
など

図11　各メディアの情報サービスについて
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  12  次回オリンピック放送への要望など
「ロンドン五輪」が開催される2012年にはア

ナログ放送が終了し，全てがデジタル放送にな
る予定である。デジタル環境が更に進む中で
行われる次回オリンピックの“放送”や“動画
配信”“情報提供”に関する希望，要望につい
て自由記述で尋ねた。

主な意見は下記のとおり。
▲「時差がかなりあるのでネットの動画配信

を充実させ，ネットでも全競技の生中継と
ダイジェストを提供して欲しい」

▲「時差の関係で放送の前にネットで結果が
分かってはつまらない。録画放送でも結
果を暗示するような“小見出し”はやめて」

▲「NHKと民放が連携してオリンピックのみ
の一つの番組表を作って欲しい」

▲「全競技を LIVE で放送し，視聴者が選
択できるような機能が欲しい。複数局が
同じ競技を放送することは止めて欲しい」

▲「多チャンネル放送により，その時行われ
ている競技を全て放送して欲しい」

▲「競技の予定が分かりづらかった。関心の
ある試合が始まる前にメールで知らせたり，
結果を配信してくれるシステムが欲しい」

▲「送り手が特別編成を押し付けるのではな
く，オリンピック専門チャンネルを作るこ
とで通常の放送は継続して欲しい」

▲「データ放送の動作が遅いので改善すると
共に，過去のデータや競技ルールも含め
て内容の充実を」

▲「視聴者参加の敷居を低くし，双方向型
の番組を進化させて欲しい」

▲「現場の競技音声だけで，実況や解説の
ない放送も聞けるようにして欲しい」

▲「ワンセグがどこでも見られるようにし，見
にくい文字情報を改善して欲しい」

▲「ワンセグにも五輪専門チャンネルが欲し
い」

▲「マルチアングルで見たい選手やチームだ
けを見られたらいい」

▲「聴覚障害者のために 100％字幕放送に対
応して欲しい」

  まとめ
デジタル化が進む中，キラーコンテンツへの

メディア接触は今後どのような変化を見せるの
か。テレビ，パソコン，携帯端末などでいつで
も，どこでも欲しい情報にアクセスできる「3ス
クリーンズ」の方向性はますます強まることは間
違いない。

今回の北京オリンピックでは，NHK，民放
がそれぞれ初めてネットでの動画配信やワンセ
グのデータ放送を行うなど，様々なメディアが
関連情報を発信したことで，視聴者の「オリン
ピック」へのアクセスルートは拡大し，大量の
情報が提供された。

まさに“放送と通信の連携・融合”の時代が
動き出したことを大きく印象付けた。

しかし，今回の調査結果でも分かるようにオ
リンピックのような大きなイベントで最も“強かっ
た”のは，やはり「テレビ」であった。

他のメディアは，そのテレビを見るための事
前情報や，事後結果を確認する手段であり，何
らかの理由でテレビを視聴できない時の補完
的手段となる場合が多かった。

今後，ネットによる動画映像の配信がリアル
タイムとなり，なおかつ画質や音質が格段に向
上しない限り，この状況は大きく変わることは
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ないだろう。
視聴者が夢と感動を求めるビッグイベント＝

オリンピック。自分の目と耳で現場の臨場感を
味わい，その瞬間をアスリートと共有したいと
いう欲求は不変である。

優れたコンテンツを提供するにふさわしいメ
ディアとして，“テレビ”の優位性はこの先も揺
るがないだろう。

だが一方では，他のデジタルメディアとの連
携，トータル的な戦略が肝要な時代になって
いることも間違いない。

具体的な一例を挙げれば，今回のメディア
別接触頻度の結果からも見えた課題―「ワン
セグ」と「ネット（動画）」の利用者をどのように
して増やすかである。

その対応策としては，接触頻度の高い“テレ
ビ”などとの連携を一段と強め，人々に新たな
ツールの「存在」と「利便性」を認知してもらう
ための新たな戦略が必要となる。

そしてメディア自身も，それぞれの利用価値
を高めるための研究・改善に更に積極的に取り
組みながら，その特性を強くアピールし，魅力
あるコンテンツを利用者に発信して行くことで
ある。

来る“完全デジタル時代”に向けての課題の
一つは，テレビを中核とした各メディアの相互
補完関係をいかに強化できるかである。

メディアの“連携”と“共生”―この発想が
“完全デジタル時代”へ向けての大切なポイン
トとなるであろう。

（あらかわ しんじ）

注：
1）㈱ビデオリサーチの世帯視聴率（関東地区）。

▲「野球」は 8/14 の予選「日本対台湾」（TBS）
が 19.1%。8/16 の予選「日本対韓国」（フ
ジテレビ）が 19.2%

▲「陸上・男子 100 ｍ」は 8/16 に準決勝と決
勝が行われ（TBS），9.8%.　　

2）「NHK」のデータは NHK 北京オリンピック事
務局発表（8/25 放送・総合テレビの総集編を
含む）。「民放」のデータは民放連まとめ（在京
キー局 5 局のトータル時間）。

3）電子情報技術産業協会（JEITA）が今年 8 月に
発表のワンセグ搭載携帯電話の出荷台数（6 月）
による。

4）NHK 放送文化研究所が 2007 年 12 月に実施し
た「第２回ワンセグ利用実態調査」。ワンセグ
対応携帯電話で一日に 30 分以上視聴している
人へのネットアンケート。

5）４）の調査の際，事前調査として“一日 30 分以上”
という条件を付けずに 1 万 2,000 人余りを選び，
普段のワンセグ視聴時間を尋ねた。今回の調査
とは設問の時間設定が違うが，視聴時間の傾向
は比較可能と判断して引用。
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● 北京オリンピック関係の番組を視聴したり，情報を取得するために以下のメディアや機器をどの程度使いましたか。それぞれの項目
についてどの程度使用したか，以下の中から１つだけお選び下さい。

● 今大会中，オリンピック関連の番組や情報をあなたはどのメディアでどの程度視聴しましたか。以下の項目について，それぞれの視
聴頻度を１つだけお選び下さい。

● 今大会中，オリンピックの「競技結果」を知りたい時，あなたはどのメディアを使いましたか。以下のメディアについて，その利用
状況を１つだけお選び下さい。

「北京オリンピックはどう見られたか」　ネット調査　単純集計結果
調査時期：	2008 年 8 月 22 日，24 日
調査相手：	全国の 20 代以下，30 代，40 代，50 代以上の各層から男女それぞれ 100 人，計 800 人
	 （両日とも調査は 1 日 800 人であるが，同一者を対象としたものではない）	
調査方法：	ネットアンケート

（％）
毎日 2 回以上 ほぼ毎日 週 3 ～ 4 日 週 1 ～ 2 日 ほとんどなし

地上デジタル放送 33.5 44.5 8.1 5.1 8.8 
BS デジタル放送 17.9 35.0 11.0 11.1 25.0 
ワンセグ放送 5.5 10.3 8.1 18.0 58.1 
デジタル録画機 4.5 7.9 4.5 8.4 74.8 
インターネットの動画配信 3.1 7.6 4.9 9.0 75.4 
データ放送（テレビ） 4.8 11.8 5.4 8.3 69.9 
データ放送（ワンセグ） 2.6 5.1 3.4 5.9 83.0 
インターネット（パソコン） 19.4 31.9 9.5 6.9 32.4 
インターネット ( 携帯電話 ) 6.5 11.3 5.8 6.6 69.9 
ラジオ放送 2.9 7.4 6.6 8.9 74.3 
新聞 11.6 56.8 5.3 5.4 21.0 

（％）
毎日 2 回以上 ほぼ毎日 週 3 ～ 4 日 週 1 ～ 2 日 ほとんどなし

NHK 総合 19.0 50.3 12.7 10.1 7.9 
民放地上波 12.0 46.2 21.6 11.5 8.5 
NHKBS1 11.0 32.9 12.8 14.4 28.9 
NHKhi 8.0 25.6 11.1 12.7 42.5 
民放 BS 4.1 19.3 9.2 14.9 52.5 
NHK のワンセグ 3.0 11.7 8.7 12.4 64.2
民放局のワンセグ 2.7 11.5 7.9 14.8 63.1 
NHK ラジオ 2.1 7.1 3.4 6.9 80.6 
民放ラジオ 2.2 7.4 3.6 7.3 79.5 
ネット動画「NHK 北京オリンピックライン」 2.3 8.2 4.8 7.0 77.7 
ネット動画「民放 TV 北京オリンピック
公式動画 gorin.jp」 2.5 6.5 4.7 6.5 79.9 

（％）
よく利用した  多少は利用した あまり

利用なし 全く利用なし

テレビ 69.8 22.7 4.7 2.8 
データ放送 14.1 16.7 17.0 52.2 
ワンセグ放送 11.1 18.5 14.5 55.8 
ワンセグ・データ放送 4.9 10.6 13.3 71.1 
インターネット（パソコン） 49.4 26.2 6.3 18.1 
インターネット（携帯電話） 13.2 15.5 11.8 59.5 
ラジオ 6.0 9.3 10.8 74.0 
新聞 44.3 26.9 9.6 19.2 
家族・知人からの口コミ 15.7 32.9 20.1 31.3 
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● あなたはオリンピックの放送予定などの番組情報を何から
知りましたか。あてはまるものをすべてお選び下さい。

● 「ワンセグ放送」を視聴した場所はどこですか。以下の中か
らあてはまるものすべてをお選びください。

● 「ワンセグ放送」を視聴した際に，連続して見た最長時間は
どのくらいでしたか。以下の中から１つだけお選び下さい。

● 「ワンセグ放送」は現在，地上デジタル放送と同じ内容となっ
ています。将来ワンセグ放送独自のオリンピック関連放送
が行われるとしたら，どんな内容を希望しますか。以下の
中からあてはまるものをすべてお選び下さい。

● 今大会に関する「データ放送」では，どのデータ放送を利
用しましたか。あてはまるメディアを以下の中からすべて
お選び下さい。

● オリンピック関連で，22 日（金）にあなたが実際に視聴し
た競技はどれですか。以下の中からあてはまるものをすべ
てお選び下さい。

● 24 日にオリンピック関連番組であなたが実際に視聴した競
技はどれですか。あてはまるものをすべてお選びください。

（％）
新聞のテレビ欄を見て 60.6 
テレビによる PR 番組を見て 20.8 
テレビ番組の情報誌を見て 13.4
オリンピック特集の雑誌を見て 5.7 
インターネットを見て 33.3 
EPG（電子番組表）を見て 27.6 
とりあえず五輪関連番組が多い NHK をつけた 27.4 
テレビチャンネルを切り替えながら 37.8 
人に聞いて 5.2 
その他 1.8 

（％）
話題となった競技のハイライト・ダイジェストを
もっと増やして欲しい 29.5 

最新の情報をもっと頻繁に放送して欲しい 31.6 
地デジや BS デジタルで紹介しない競技も取り上
げて欲しい 29.9 

これから放送する競技の見所や注目選手の声を
もっと紹介して欲しい 10.8 

基本的には現在のように地デジと同じ内容でよい 42.6 
その他 4.1 

（％）
NHKhi 48.5 
NHK 総合 72.6 
NHK ワンセグ総合 30.7 
BS 民放（BS-i など） 28.6 
民放地上波（フジテレビなど） 51.5 
民放ワンセグ 18.3 
その他 15.0 

（％）
自宅の自分の部屋 24.8 
自宅の居間 20.0 
朝の通勤 ･ 通学時の電車やバスの中 25.7 
帰りの通勤・通学時の電車やバスの中 39.4 
勤務先の自席 30.4 
喫茶店や食堂，レストラン 23.0 
その他 14.9 

（％）
10 分以下 26.3 
15 分くらい 23.9 
30 分くらい 26.6 
45 分くらい 4.5 
1 時間くらい 11.3 
1 時間 30 分くらい 2.4 
2 時間くらい 2.4 
2 時間 30 分くらい 0.0 
3 時間以上 2.1 
忘れた・わからない 0.6 

（％）
バスケットボール女子・準決勝 4.0 
水球女子・決勝 2.5 
ソフトボール・決勝 49.3 
野球・準決勝 62.3 
ビーチバレー男子・決勝 3.8 
テコンドー女子・予選 4.8 
卓球女子シングルス・準決勝・決勝 13.8 
シンクロチーム・テクニカルルーティーン 24.3 
バレーボール男子・準決勝 8.1 
陸上・予選・決勝 49.5 
自転車女子 MTB クロカン 6.1 
新体操個人総合，団体総合・予選 14.7 
あてはまるものはない 8.3 

（％）
ホッケー男子・決勝 4.0 
近代五種 4.5 
卓球男子シングルス・決勝 6.8 
自転車男子 MTB クロカン 5.6 
バレーボール男子・3 位決定戦 7.2 
男子マラソン 53.5 
バスケットボール男子・決勝 10.0 
感動の名場面・総集編 50.1 
閉会式 56.4 
新体操団体・決勝 13.4 
ボクシング 2.4 
バレーボール男子・決勝 12.5 
水球男子・決勝 5.0 
野球・3 位決定戦または決勝 26.7 
あてはまるものはない 7.7 
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● あなたは 22 日（金）にどのくらいオリンピック関連番組，情報に接触しましたか。以下のメディア別にその利用時間を１つずつお選
び下さい。

● あなたは 24 日（日）にどのくらいオリンピックの関連番組，情報に接触しましたか。以下のメディア別にその利用時間を１つずつお
選び下さい。

● あなたは普段（オリンピック期間以外），次のメディアを 1 日あたりどのくらい視聴（利用）しますか。以下のメディアについて，そ
れぞれの利用時間を１つだけお選び下さい。

（％）
4 時間以上 3 時間以上～

4 時間未満
2 時間以上～
3 時間未満

1 時間以上～
2 時間未満

30 分以上～
1 時間未満 30 分未満 視聴なし

地上デジタル（NHK 総合） 6.1 6.4 12.1 21.6 15.5 13.8 24.5 
地上デジタル（民放） 3.8 4.0 11.1 18.3 16.1 17.8 29.0 
BS デジタル（NHK） 2.0 4.4 6.9 11.9 9.8 11.4 53.8 
BS デジタル（民放） 1.3 1.4 4.3 6.3 6.6 8.1 72.1 
ワンセグ（NHK） 0.8 0.9 1.3 2.5 4.9 10.6 79.1 
ワンセグ（民放） 0.8 1.0 1.3 2.8 4.8 10.8 78.8 
ラジオ（NHK） 0.8 1.0 1.6 1.9 3.1 4.8 86.9 
ラジオ（民放） 0.9 0.6 1.3 2.6 4.0 3.9 86.8 
データ放送（NHK） 0.6 0.6 0.8 1.6 3.8 7.0 85.6 
データ放送（民放） 0.8 0.8 1.0 1.8 2.5 5.3 88.0 
デジタル録画機 1.0 0.5 1.3 3.3 3.3 3.3 87.5 
インターネットの動画配信 0.6 1.1 1.0 1.4 4.4 5.8 85.8 
インターネット（パソコン） 1.4 1.6 2.3 5.4 14.3 29.1 46.0 
インターネット（携帯電話） 0.6 0.9 1.0 2.0 4.5 12.4 78.6 
新聞 1.0 1.3 1.4 4.1 17.8 42.9 31.6 

（％）
4 時間以上 3 時間以上～

4 時間未満
2 時間以上～
3 時間未満

1 時間以上～
2 時間未満

30 分以上～
1 時間未満 30 分未満 視聴なし

地上デジタル（NHK 総合） 4.9 6.9 12.9 18.0 14.4 19.5 23.5 
地上デジタル（民放） 3.9 4.3 10.4 17.5 17.8 21.0 25.3 
BS デジタル（NHK） 2.6 2.8 6.3 10.8 8.8 11.0 57.9 
BS デジタル（民放） 2.3 1.4 2.9 5.9 6.4 11.1 70.1 
ワンセグ（NHK） 1.0 0.4 1.4 1.6 3.8 4.4 87.5 
ワンセグ（民放） 1.1 0.4 0.9 1.8 3.3 4.5 88.1 
ラジオ（NHK） 1.1 0.1 1.1 1.3 3.0 3.6 89.8 
ラジオ（民放） 1.3 0.0 0.6 1.4 2.9 3.5 90.4 
データ放送（NHK） 0.9 0.3 0.6 1.5 2.5 4.9 89.4 
データ放送（民放） 0.9 0.3 1.0 1.3 2.5 4.4 89.8 
デジタル録画機 1.9 0.5 2.0 3.0 3.5 2.9 86.3 
インターネットの動画配信 1.1 0.1 1.0 1.8 2.4 5.1 88.5 
インターネット（パソコン） 3.1 1.0 3.1 5.3 11.0 24.4 52.1 
インターネット（携帯電話） 0.9 0.5 0.8 1.1 4.9 12.0 79.9 
新聞 1.1 0.9 0.9 4.8 15.3 44.4 32.8 

（％）
4 時間以上 3 時間以上～

4 時間未満
2 時間以上～
3 時間未満

1 時間以上～
2 時間未満

30 分以上～
1 時間未満 30 分未満 視聴なし

地上デジタル（NHK 総合） 6.1 3.9 8.3 17.6 22.6 25.8 15.8 
地上デジタル（民放） 16.8 9.4 18.5 22.4 14.1 10.0 8.9 
BS デジタル（NHK） 4.1 2.5 4.8 10.9 15.8 29.3 32.8 
BS デジタル（民放） 3.6 1.9 4.0 11.3 16.9 27.1 35.3 
ワンセグ（NHK） 1.5 0.5 1.9 1.8 5.3 19.5 69.6 
ワンセグ（民放） 1.6 0.6 1.1 2.6 7.5 25.5 61.0 
ラジオ（NHK） 1.4 0.6 1.0 2.1 3.6 10.5 80.8 
ラジオ（民放） 2.8 0.5 2.3 4.3 7.6 15.6 67.0 
データ放送（NHK） 1.3 0.5 1.0 1.4 3.1 13.1 79.6 
データ放送（民放） 1.6 0.4 0.8 1.5 3.3 14.4 78.1 
デジタル録画機 4.1 2.3 5.4 12.8 12.0 10.3 53.3 
インターネットの動画配信 1.6 0.3 2.0 4.0 9.0 26.0 57.1 
インターネット（パソコン） 13.0 5.8 11.8 18.3 11.1 14.0 26.1 
インターネット（携帯電話） 2.0 1.1 1.9 4.4 8.6 29.3 52.8 
新聞 2.4 1.0 2.8 6.5 21.3 48.6 17.5 



31NOVEMBER 2008

（％）
大変よかった まあまあ

よかった 普通 あまり
よくなかった

全然
よくなかった

見ていないので
わからない

地上デジタル（NHK 総合） 14.1 37.1 31.3 3.8 1.5 12.3 
地上デジタル（民放） 7.3 30.1 38.9 8.6 4.3 10.9 
BS デジタル（NHK） 10.5 27.8 26.0 2.5 1.3 32.0 
BS デジタル（民放） 4.8 15.5 29.3 5.1 2.8 42.6 
ワンセグ（NHK） 3.4 8.6 17.5 1.0 0.5 69.0 
ワンセグ（民放） 2.1 6.6 18.4 2.4 1.0 69.5 
ラジオ（NHK） 1.5 5.6 12.1 1.8 0.3 78.8 
ラジオ（民放） 1.4 4.0 12.0 1.6 0.3 80.8 
データ放送（NHK） 2.8 5.0 11.3 1.9 0.8 78.4 
データ放送（民放） 1.8 3.8 11.6 1.6 0.9 80.4 
インターネットの動画配信 1.9 4.8 13.0 3.0 1.0 76.4 
インターネット（パソコン） 4.4 14.5 35.5 3.9 1.3 40.5 
インターネット（携帯電話） 1.4 6.3 19.1 3.4 0.8 69.1 
新聞 4.3 20.0 45.9 3.9 2.1 23.9 
放送メディア全体として 3.6 27.5 45.9 6.1 2.0 14.9 

● あなたが今回のオリンピックで感動した競技種目，もしくはイベントは何ですか。以下の中からあてはまるものをすべてお選び下さい。

● あなたは今回のオリンピックにおける各メディアの情報サービスについてどう思いますか。以下の項目について，あてはまる評価を
お選び下さい。

（％）
開会式 23.9 
サッカー 12.1 
卓球 10.5 
柔道 37.3 
バレーボール 5.0 
マラソン 6.5 
レスリング 25.8 
フェンシング 13.1 
自転車 1.8 
体操 22.1 
陸上 36.5 
ソフトボール 70.0 
競泳 57.8 
野球 7.9 
シンクロナイズドスイミング 12.5 
トランポリン 2.6 
新体操 4.6 
バドミントン 17.6 
閉会式 8.9 
その他 1.5 
あてはまるものはない 7.6 


